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いつまでも住み続けたいまち江名子校区

えーまち（e-machi）
いつまでも住み続けたいまち江名子校区

えーまち（e-machi）

　皆様方のご支援により、江名子校区まちづくり
協議会の会長として４年目を務めさせていただ
きます。昨年度は役員の皆様のご尽力によって多
くの有意義な活動を展開することができました。
誠にありがとうございました。今年度も皆様のお
力をお借りして、魅力ある活動を地域のために進
めてまいりますので、引き続きご理解とご協力を
お願いいたします。
　さて、まちづくり協議会で最も重視しなければ
ならないのは、「安全で安心して暮らせる地域づ
くり」です。そのために、今年度も特に地域防災と
地域福祉には力を入れて取り組んでいきます。
　地域防災では、現在作成中の江名子校区地域防
災計画を早期に作成して各戸に配布し、いつ起き
るかわからない災害に備えます。また、昨年度か
ら導入している情報共有システム「結ネット」の
活用を促進し、日頃の地域内での情報共有だけで
なく、災害発生時の安否確認や被害状況確認でも

活用できるよう準備を進めていきます。
　地域福祉では、高齢者の方の移動手段を支援す
るため、「お出かけタクシー便」を昨年度に立ち上
げましたが、利用者のニーズに応えられるよう更
なる改善を図っていきます。
　また、「えーまち夏祭り」を昨年度の反省を生か
して、子どもからお年寄りまで集えるイベントと
して今年度も実施し、末永く継続できるようにし
ていきます。
　さらに、田畑や里山が広がり、歴史ある文化の
薫り高い地域であることに目を向けた活動にも
重点を置き、この地域の特性を生かした事業をこ
れからも実施していきます。
　最後に、今年度はまち協が設立されて１０周年
になります。記念事業を実行委員会で検討をして
いますので、決定しましたら地域の皆様にご参加
いただけるよう準備を進めていきます。
　継承すべきところは継承し、改善が必要なとこ
ろは改革を行いながら、今年度も「いつまでも住
み続けたいまち江名子校区」のスローガンのも
と、地域の皆様とともに活動を進めてまいります
のでご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

ごあいさつ
江名子校区まちづくり協議会
会長　平　井　隆　平

　４月２４日（水）、令和６年度江名子校区まちづくり協議会総会が、ひだホテルプラザにて開催されました。
出席者 76名、委任状 41名により、令和５年度の事業報告・会計決算報告、令和６年度の役員並びに事業
計画・予算他が承認されました。議長の大役をお勤めくださいました桂川様、ありがとうございました。
　改訂された本協議会の「まちづくり計画実施計画書」に基づき、いよいよ本年度の活動を開始します。各
役員・委員の皆様や会員の皆様と知恵を出し合い、諸活動を推進していきたいと考えておりますので、よ
ろしくお願いします。
　詳細につきましては、町内回覧いたします「総会要項」をご覧下さい。
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令和６年度　主な事業令和６年度　主な事業

令和６年度総会
春休み　カレーの日・えなっこ弁当
花いっぱい運動（花壇つくり）
子ども会育成委員研修会
ＡＥＤ講習
旧江戸街道トレッキング
親子軽トレッキング
夏休み　カレーの日・えなっこ弁当
え～まち夏まつり
防災総合イベント
敬老祝賀会・寿賀事業
ドラム缶ピザつくり
まち協発足１０周年記念事業
地元発見ウォークラリー
市長と語る会
交流ボウリング大会
交流バスハイキング
教養講座
冬の運動会
春休み　カレーの日・えなっこ弁当
広報発行・HPの管理
軽スポーツ教室（第3金曜日）
ヒップホップダンス教室（第3土曜日）
えなっこ茶会（毎月１回）
地域交流事業（え～まちサロン他）
学校運営協議会
高齢者交通支援事業の推進
スマホ・パソコン・結ネット等を利用した情報共有システムの推進
結ネット研修会
地域防災計画作成
地域活動団体支援事業
情報提供書作成・現地視察
子ども体験学習
中高生リーダー養成
SDGｓ推進
より良い地域づくり・まち協事業等について語る会
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本部・総務部会
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社教委員会
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体育委員会
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平 井　隆 平
川 尻　哲 男
柿 崎　慎 一
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柴 田　政 勝
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村 田　久 之
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山 下　敏 弘
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清 水　幹 子
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常 光　亮 子
幅　　岳 志
前 田　康 子
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令和６年度
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　「知る　備える　行動する」をコンセプトに、東
海地震に立ち向かうための知識と技術の向上、
防災意識の高揚を図るとともに、自主防災組織

の活性化を図ることを目的と
して開館された「静岡県地震
防災センター」を訪ねました。

静岡県地震防災センター視察研修　　　荏名団地町内会　屼ノ下 喜代一

　3月9日～10日、静岡県地震防災センターにて、平井会長はじめ９名が
防災についての研修を受けてきました。センター内で地震の揺れを体験
し、担当スタッフから詳しい説明を受け、参加者の防災意識は一段と高
まったと思います。帰りのバスの中で、まち協の人たちと、能登半島地震
のことや防災についていろいろ話し合いましたが、日頃から地域の人々
とのコミュニケーションを深めていくことも、とても大切なことではないかと
改めて思い返しました。

役員研修役員研修 ～静岡県地震防災
　　　センターを訪ねて～
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　令和６年３月２４日（日）開催の江名子校区ふれあいボーリング大会、第1部は
５８名、第2部は４６名の参加者がありました。３才の幼児さんから大人までたく
さんの方に参加していただき、楽しいひとときを過ごしました。当日の入賞者
は、下記の皆さんです。おめでとうございました。

ファミリーボウリング大会ファミリーボウリング大会

　高山市では、パソコンやタブレット、スマートフォンを使って自分の住む地域等の防災情報や
危険個所などを地図上に書き込める「わがまち防災マップ」を導入しました。インターネット上で、
最新の洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域（イエローゾーン）、土砂災害特別警戒区域（レッ
ドゾーン）などの災害ハザード情報や、避難所・公共施設などの位置情報が表示された地図（下
記参照）にアクセスし、その上に重ねて自宅の位置や避難経路、注意すべき場所、要支援者情報
など災害発生時に必要な情報を自由に書き込むことができるため、地域で、各町内会で、そして
各家庭で防災マップを作ることができ、防災について話し合うことができます。

詳しくは、市ホームページの右記リンク先をご参照ください
問合せ　危機管理課　TEL 0577－35－3345

私たちのまちや、町内会で、そしてご家庭で、
防災マップを作ってみませんか

私たちのまちや、町内会で、そしてご家庭で、
防災マップを作ってみませんか

※下図は江名子町付近のハザードマップです。
　各地域やご家庭付近に合わせて危険箇所の点検、避難経路など書き込むことができます。

〈1部と2部を合わせて総合第３位まで〉
男　子：下江名子町　山仲駿介さん
女　子：上江名子町　中井晃子さん
子ども：上江名子町　溝尻かえでさん
男　子：下江名子町　直井大輔さん
女　子：荏名団地町　中西真由美さん
子ども：上江名子町　溝尻さくらさん
男　子：上江名子町　中井和幸さん
女　子：下江名子町　直井理恵さん
子ども：下江名子町　中島悠希さん

優　勝優　勝

準優勝準優勝

第３位第３位
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お名前

ご住所

連絡先☎

解 答 用 紙解 答 用 紙

解 答解 答

　答えを記入して６月14日までにまち協事務所へお届け
ください。抽選で正解者10名にプレゼントを差し上げま
す。FAXによる応募もＯＫです。

　前回隠れていたものは全て、『 顔 』の中にある人体の部分でした。
『木で鼻をくくる』は、あまり使う言葉ではありませんが、相談を受けた時ひ
どく無愛想な対応をしたり、冷淡な態度を取ったりする様子です。鼻をこす
るにも木ではしっくりいかないからです。
　今回隠れているものは 全部数字です。どんな数が隠れているか探してく
ださい。それらの数をすべて足すといくつになるでしょう。

まち協クイズ39まち協クイズ39
～頭隠して尻隠さず～～頭隠して尻隠さず～

（　）計 逃げるにしかず
腹（　）分に医者いらず
親の光は（　）光
（　）じゃもの 花じゃもの
（　）の手習い

ア
イ
ウ
エ
オ

口ア 唇イ 耳ウ 鼻エ 舌オ前回の解答 ■ご応募先　　　77‒9984FAXFAX

※回答は次回のこの欄で紹介します。

な
つ
こ
の
つ
ぶ
や
き

作
／
垣
内
奈
津
子

スタッフ募集

ア イ ウ エ オ

【隠れている数字の合計】

【顔の部分】

　奇数月の月末（年６回）に「まち協広報」をポスティン
グして頂くスタッフを募集します。
　担当地域は「山口町」「上江名子町」「錦町」
「荏名団地町」「桜ヶ丘町」です。
詳しくは、まち協事務局までお問い合わせく
ださい。

　高山青年会議所は平成21年に、“飛騨高山
には素晴らしい伝統文化があることを誇りに思
い、郷土をさらに愛してほしい”との願いか
ら、広く市民からかるた句を募集し、『飛騨高
山ふるさとかるた』を発行されました。また令
和５年には、“高山市のこれからを担う子ども達がまちの魅力
を知り、高山を愛し、さらに魅力的なまちへとつないでいって
ほしい”との願いから『タカヤマシビックプライドかるた』を
発行されました。

●ふるさとかるた
　朝市の 笑顔やさしい 飛騨訛り
（高山の朝市は陣屋前と宮川沿いの２カ所があり、
共に高山の風物詩として、また市民の台所として、
今も昔も欠かせない存在です）
●シビックプライドかるた
　朝市で 交わす言葉が まめなかな
（朝市で久しぶりに会った人に声をかけました）

高山かるた


